








































































に、本画帖の全図を掲載し、筆者が調査した関連 について詳細に解説し いることである。第二 、各画家 より詳細な事績 作画活動上 人脈、および蒐集家、スミス 美術商、フランシス・ブリンクリーとの関係、そしてブリンク ーの各画家に対する評価等を深く論じることで本画帖の全容 明らかに 、本画帖を近代本美術史の中で位置付ける試みを行ってい 点が挙げられる。第三 通して海外における日本近代絵 コレクション 形成に関して一考察 試みている点である。 稿は、筆者が 画帖について調査した全調査結果を余すことなく報告することで、拙稿を含めた諸研究との差別化を っ い ことを断っ おきたい　
本稿執筆にあたり、メトロポリタン美術館において、本画帖を構成する作品を一
図ずつ調査し、作品の特徴、技法、題材を確認し、制作年代をできる限り絞り込む





















































































©The Metropolitan Museum of Art; Charles Stewart Smith Collection, 
Gift of Mrs. Charles Stewart Smith, Charles Stewart Smith Jr., and Howard 
Caswell Smith, in memory of Charles Stewart Smith, 1914（以下省略）
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実表現、そし 大胆な筆さばきを用い 花鳥画であり、西洋リアリズムと日本絵画の伝統の融合を実現した画家の力量 十分に示している。 「葦辺遊鴨図」
（挿図
（（）



















































































































































かけて険しく切り立った岩山を配置、伝統的筆墨で岩山のアウトラインを描きつつも、立体感を出すために緑色の濃淡で自然な陰影を作るなど洋画を思わせる描写法が際立つ。画面中央から左後方 淡彩色 うっす と霞んだ風景 描き すこ で遠近感を意識した自然な風景を作り上げることに成功している。この作品には玉章が古画に学んだ写意 日本画における風景画の受容 対 る実験的意識 二極性が現れているとも言えるのではないだろうか。玉章 一般的に写生を重んじた 家として知られており、叙情的な表現に巧みな線描 融合させているが、こう た作品からは洋画から学んだ写実性だ なく、支那画や古画から 写意も念頭に置





































に刊行しているが、この中にも同様の動植物画題が多く盛り込まれており、本画帖作品との共通性を見出す とができる。なお、本 帖の各図落款から 一八九一
挿図 （（　川端玉章「山景図」　アメリカ、メトロポリタン美術館蔵 挿図 （（　川端玉章「春景山水図」　アメリカ、メトロポリタン美
術館蔵
挿図 （（　川端玉章「仔犬図」　アメリカ、メトロポリタン美術館蔵
















家として挙げられるのは、狩野芳崖、橋本雅邦、河鍋暁斎、川端玉章、狩野友信である」 紹介されてい ことや、 前述の
Japan and C
hina. Its H















































































には狩野派の伝統的筆法であ 皴法で松や山肌を表現し そこから中景に広が 村落は子供が犬と駆け回る姿や湖畔の柳が清涼感ある淡彩色で描かれ、湖沼の湿った大気と朦朧とした霞を墨の濃淡を用いて描き、奥行きのある空間を表現してい 。全体として 光 空気の描写が、画帖内に収められている雅邦 他の山水 より明るい着色で描かれており、ノスタルジックな風景画の味わ を持つ作品に仕上がってい 。 「山水」から「風景画」へと日本画が変革していくその過渡 を感じさせ




























































































































































人の協力を得て同展覧会に出品したものである。 の年までに 「褒状一等」 一回、 「褒
挿図 （0　関袖江「游魚図」　アメリカ、メトロポリタン美術館蔵


























































の酒田での事跡、師弟関係 および仙台に居を移してから後の活動については不明である。このように謎が残る 家であるが、注目したいの 袖江が岡倉天心が会頭を務めていた新派系団体の「日本青年絵画協会」 も参加 いたことであ この団体には玉章、雅邦も関わっていたことから、 の三人と面識があった しても






























































































©Trustees of the British Museum















































































































































































































受けてい 画家、あ いは顧客が求めるような絵をすぐさま提供できる者が選択されたことが挙げられる。ま 、円山四条派系の画家、あるいは狩野 の出身であっても、明治初年に洋 に親しみ、程度の違 あるものの、西洋技法を日本の伝統絵画に加味するなど、近代性を作品に生かすことができるバランス 覚を持ち合わせていた、あるいは欧米のコレクターの求める日本画を理解し、それを実現できる作画能力を持ち合わせていた画家の作品が纏められているのも特徴のひとつといえよう。こうしたことから、本画帖には、伝統的な題材および技法 そ て近代的な
趣向と技法という二面性を見出すことができる。言い換えれば、古画に学んだ伝統と写生のある程度の融合を画帖に収められた作品群から感じることができるのではないだろうか。その後、橋本雅邦ら日本美術院系の画家たちが推し進めていく「理想」 「観念」を前面に出す絵画は、日本の伝統美を体現するような作品に憧れる一般海外コレクターには、折衷主義的作品として捉えられ浸透しなかった。それはスミスのコレクションの中に他の近代日本画家の作品が収められてい ことからも窺い知れるだろう。　
最後に強調しておきたいのは、関袖江、岡田梅邨、大出東皐が現在、無名である




リーが海外美術市場の嗜好を知悉し おり、それに対応できる質の高い 種々の題をそれぞれ得意とする画家ら 選んだ、と言う点が挙げられよう　
当時、日本の美術市場は画家の知名度で動いていたが、海外の市場は名より画題
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o.1 to 100.’ とあるものの、 文中には、 伝狩野探幽（一六五〇年作と記載）
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河鍋楠美「暁斎の弟子ブリンクリー」 、 河鍋暁斎『暁斎絵日記』 （東
京芸術大学付属図書館所蔵）等を参照。
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られている。同作品を含む明治以降の日本画八十二点が遺族から宮城県美術館へ寄贈された。伊澤氏のパトロンとしての活動としては左記がある。宮城県美術館編『コレクションの四半世紀』宮城県美術館、二〇〇六年、九十九頁には「遠藤速雄や小圃六一は伊澤平左衛門が援助した 家たちである。遠藤の《旧伊澤家襖絵》は文字どおり、襖絵を屛風に仕立てた作品であるが、京都で学んだ円山四条派の描法でのびのびと自然を描写している。小圃六一は岡山県の出身。京都で日本画を学んだ後、東京で先輩の渡辺微山につ て洋画も学んだ。一八九〇年から宮城県師範学校の図画教師となり和洋折衷の作品を発表している。伊澤平左衛門との親交が厚く、退職後は二人で全国を行脚したという。小圃 死後，彼の回顧展を企画し、 『六一画集』を出版した も平左衛門であった」とある。
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り氏に、仙台史資料に関しては荒武賢一朗氏にご助言を頂きました。加藤弘子氏には暁斎の印について また、小林久子氏にはくずし字に関してご教示頂き した。ロジ ナ・バックランド氏には二〇一五年二月、英国ノ ッチでの口頭発表（セインズベリー日本芸術研究所第三木曜日レクチャー）
“Rediscovering Forgotten M
















































































































































































































Boy with Cow at the River’s Edge
Rapids and Fall of a River
Landscape
Lake and Causeway
Blossoms by a River
Traveling by Moonlight
Landscape
River Scene with Rocky Hills in 
Background
Small Birds and Bamboo
Pair of Ducks
Cat Seen from Behind
Bird at the Water’s Edge





Two Crows on a Pine Branch
Mount Fuji
Flock of Crows at Dawn
Eagle Attacking Fish
Swallows by a Waterfall
Crow and Reeds by a Stream ※
Two Birds on a Branch
Monkeys ※
Fish in a Whirlpool ※
Crow on a Bamboo Branch
Rocky Landscape
Waterfall, Eagle and Monkey ※
Crow on a Branch ※
Rabbits ※
Buffalo and Herdsman ※
Pheasant Caught by a Snake
Two Children Playing with Goldfish
Singing Bird on a Branch








































































































































































































Mice in a Melon ※
Deer and Monkeys ※
Crow and the Moon ※
Crow on a Branch ※
Squirrels Gathering Chestnuts ※
Monkey Hanging from Grapevines※
Starlings on a Branch ※
Cranes in Marsh
Fox Catching Bird
Eagle Holding Small Bird ※
Owl Mocked by Small Birds ※
Crow Flying in the Snow
Bird and Frog
Crow and Willow Tree ※
Shakyamuni Conquering the Demons 
(Shaka Gôma-zu)
Cat Watching a Spider
Confederate Roses in Rain
Hawk Holding a Small Bird















Three Fishes and a Branch
Eels
Crayfish
















































































































































Bird on Branch Watching Spider
Duck
Bird Catching Fish Among Reeds
Pigeons in a Tree
Three Birds on Branch
Egrets at the Water’s Edge
Roses, Young Bird and a Butterfly
Rooster and Hen with Chicks
Birds on a Branch
Ducks in the Rushes
Flying Goose





























97 ～ 100 は近代日本画以外の作品であるが、当初同画帖全 100 図中に収められていた 4 枚である。
55 は所蔵館データでは、Album leaf mounted as a hanging scroll; ink and color on silk とあり、現在軸装されている。
河鍋暁斎作品のうち、27・28・31・33・36・42・45・50・51 は 2015 年三菱一号館美術館で出品された作品名を採用した。
Title 末尾に※を付したものは、河鍋暁斎「英国人画帖下絵」（河鍋暁斎記念美術館蔵）に同図様が認められる作品である。
80 渡辺省亭 Watanabe Seitei 月下白鷺図 Egrets in a Tree at Night 14.76.61.42
100 伝李龍眠 Unidentified Artist 水辺に鳥図
Bird Near Water (from Album of 
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